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1.本アプリについて
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「EMIS（医療機関）」は、EMIS（広域災害救急医療情報システム）の緊急
時入力・詳細入力を、関係医療機関が行うためのスマートフォン向けア
プリです。

＜主な機能＞

・緊急時入力、詳細入力の登録（※オフラインの場合一時的に情報を保持し、通信回復後に再送信可能）

・災害モードに切り替わった際のプッシュ通知

・緊急時入力、詳細入力の代行登録（※DMATのみ）

＜利用対象ユーザー＞

・緊急時入力、詳細入力を利用する全医療機関



2.インストール方法
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Google play（Android）もしくはApp Store（ iOS）から「EMIS」で検索する
か、以下のQRコードでストアにアクセスしてインストールしてください。

＜Android＞ ＜iOS＞



EMISのログイン情報を入力して
ログインします。

（※ログイン情報が不明な場合、各都道府県の
ご担当者様にお問い合わせください。）

緊急時入力及び詳細入力の
情報を送信します。

通信不可で送信できなかった場
合、未送信データとして保持さ
れます。通信回復後、再送信し

てください。

3.主要画面
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事前に設定しておくと、自県の
モード状態が変更された際にア
プリで通知を受信できます。

（自県以外の災害モード切替時にも通知を
受け取りたい場合、「災害モード（全国）」を

ONにしてください。）



参考.DMATによる代行入力について

6

DMATとして本アプリにログインすると、任意の医療機関の緊急時入力
／詳細入力の代行を行うことができます。

チームを選択します。
（※チームが登録されていない場合、
本画面は表示されません。）

代行する医療機関を検索します。
「はい」を選択します。
（※「活動状況入力」の「活動場所」と「活動状況」が
変更されますのでご留意ください。）

代行入力画面が表示されます。


